
九州建設情報社

九州地区の８年３月住宅着工戸数 

前年同月比４４％減の５，４０３戸、熊本県は３１．３％減 

 

国土交通省がまとめた令和８年３月の住宅着工統計によると、九州地区の住宅着工戸数は

前年同月比４４％減の５，４０３戸で、床面積は同４２．７％減となっている。県別の住宅

着工戸数は前年同月比で福岡県が４３．９％減、佐賀県が３３．５％減、長崎県が５３．５％

減、熊本県が３１．３％減、大分県が４１．２％減、宮崎県が６７．８％減、鹿児島県が３

７．９％減となっている。 

 

 

令和8年3月 令和7年3月
前年対比

（％）
令和8年3月 令和7年3月

前年対比
（％）

福岡 2,569 4,578 56.1 191,365 349,283 54.8

佐賀 260 391 66.5 22,985 34,842 66.0

長崎 391 840 46.5 28,491 67,963 41.9

熊本 1,114 1,622 68.7 83,323 112,748 73.9

大分 348 592 58.8 30,489 48,864 62.4

宮崎 311 966 32.2 28,759 70,214 41.0

鹿児島 410 660 62.1 36,098 51,931 69.5

九州地区計 5,403 9,649 56.0 421,510 735,845 57.3

沖縄 1,177 1,155 101.9 90,121 96,076 93.8

山口 319 380 83.9 30,179 34,893 86.5

全国計 63,495 89,802 70.7 4,865,509 6,853,019 71.0

新設住宅着工戸数(令和8年3月、令和7年3月)

都道府県

戸数・件数（戸・件） 床面積の合計（㎡）


